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１．個人情報の扱いについて 

本ケースブックでは，第３章を中心に，実際の学校での活用事例が掲載されています。この個人情報の扱い

については，研究協議会における資料提出の時点から，事例資料の配布時を含めて個人情報の保護について留

意して進めてきました。掲載事例は，それぞれに必要な個人情報に関する配慮を実施しています。 

 

２．特定の機種名やメーカー名について 

特定の企業名や機器の名称などについては，基本方針として機器の一般名称を用いるように努めましたが，

特に第３章の活用事例等にみられるように，指導方法を理解する上においては，利用した機種や型番などを明

記する必要がありました。それは指導事例の理解のためであって，かつ，その機種が有効な指導において使用

された事実を記述したものです。本ケースブックが，特定のメーカーや機種の利用を推奨するものではありま

せん。 
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本ケースブックについて 

アシスティブ・テクノロジーということばをご存じでしょうか。これが用語として我が国の教育

の分野に紹介されたのは，新・情報教育に関する手引（2002）においてでした。そこでは「障害に

よる物理的な操作上の不利や，障壁（バリア）を，機器を工夫することによって支援しようという

考え方が，アクセシビリティあるいはアシスティブ・テクノロジーである」と定義されています。

この考え方は，平成 22 年に発表された教育の情報化に関する手引（2010）の第 9 章 特別支援教育

における教育の情報化部分に引き継がれています。 

このように，アシスティブ・テクノロジーは，単なる「機器」ではなく，機器の工夫による支援

とその考え方であるとされています。独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2009）では，支

援技術と機器の両方含んだ意味の『アシスティブ・テクノロジー』と，機器を指す『支援機器』と

いう使い方を提案しました。この本でも，そのように使い分けを行います。 

さて，この「特別支援学校におけるアシスティブ・テクノロジー活用ケースブック」は，平成 21

年から平成 22 年度にかけて実施された独立行政法人国立特別支援教育総合研究所専門研究A「障害

の重度化と多様化に対応するアシスティブ・テクノロジーの活用と評価に関する研究」の研究成果

を，そこで紹介した活用事例を中心に，研究の成果を分かりやすく普及させることを目的として作

成したものです。 

この研究における執筆者等の問題意識の一つは「必要度が高く評定されているにもかかわらず保

有率が余り高くない機器等が存在すること。詳しい教員がいなくなると使用されていた機器が使わ

れなくなるケースもあること」でしたが，実は，さらに，深刻な問題がありそうでした。例えば，

担任の先生が代わると，支援機器が使われなくなる様子や，学年や学部が変わるとそれまで使われ

てきた支援機器が使われなくなる様子，学校が保有する機器しか使われない様子，個別の指導計画

に基づく指導が目的というより，その機器を使ってできることが活動の目的となる様子などが聞か

れたからです。 

研究では，先進校の学校訪問と活用事例の分析，さらに，QIAT（Quality Indicators for Assistive 

Technology）などの米国の先進的な実践者の取り組みを参考にしながら，個別の指導計画へのアシ

スティブ・テクノロジーの記述や評価の方法などを検討してきました。 

この本は，タイトルのとおり『ケースブック』としています。これは『ガイドブック』とするに

は，まだ十分な検討が必要と考えたからです。しかしながら，ここで紹介された『ケース』はどれ

も，さまざまな場面で参考になると考えています。 

アシスティブ・テクノロジーの活用が個別の指導計画等に位置付いて実施され，評価され，改善

されるなど，一人一人の子どもが生き生きと主体的に学ぶことのできる環境が実現する一助になれ

ば幸いです。 

執筆者一同 平成 23 年３月 
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第１章 学校におけるアシスティブ・テクノロジーの活用の基本 
 

あらまし：アシスティブ・テクノロジーということばをご存じでしょうか。これが用語と

して我が国の教育の分野に紹介されたのは，新・情報教育に関する手引（2002）においてで

した。そこでは「障害による物理的な操作上の不利や，障壁（バリア）を，機器を工夫する

ことによって支援しようという考え方が，アクセシビリティあるいはアシスティブ・テクノ

ロジーである」と定義されています。この考え方は，平成 22 年に発表された教育の情報化

に関する手引（2010）の第 9章 特別支援教育における教育の情報化に引き継がれています。 

このように，アシスティブ・テクノロジーは，単なる「機器」ではなく，機器の工夫によ

る支援とその考え方であるされています。独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2009）

では，支援技術と機器の両方含んだ意味の『アシスティブ・テクノロジー』と機器を指す『支

援機器』という使い方を提案しました。この本でも，そのように使い分けを行います。 

この章は，ケースブックに掲載される活用事例を理解するために必要な基本的なことがら

を解説していきます。具体的には，第１節 基本的な考え方－位置付けと用語の解説－，第

２節 学校における活用事例の事例数の推移と傾向，第３節 体系的な整理の枠組みと事例

フォーマットについてです。 

 

見出し語：アシスティブ・テクノロジー，用語の定義，活用事例，体系的な整理の枠組み 
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第１節 基本的な考え方－位置付けと用語の解説－ 

本ケースブックはそのタイトルに「アシスティブ・テクノロジー」という用語を使ってい

ます。これは，既に，情報教育に関する手引などで利用される用語ですが，国や領域によっ

て異なった名称や使い方がなされます。例えば，以下のようなものが上げられます。 

米国ではアシスティブ・テクノロジー（Assistive Technology）には，２つの用語が定義

されています。１つは，Assistive Technology Device（支援機器）であり，もうひとつはAssistive 

Technology Service（支援技術サービス）です。後者は，支援機器の選定，導入，メンテナ

ンス，研修，評価などの支援機器の活用を支える直接的なサービスを含む定義がなされてい

ます。 

その一方，ヨーロッパと ISO（国際標準化機構）は，支援技術（アシスティブ・プロダク

ト：Assistive Products）として定義します。加えて， ICF（国際生活機能分類）では，「生産

品と用具(products and    technology)」として，ISOの定義を引用し，これを環境因子の分類

の目的に合わせて「生活機能を改善する目的」に狭めた意味で用いると説明しています。 

また，日本では以前から「福祉用具」と呼ばれていたように，国内では，関連用語を含め

てさまざまな用語が使われています。上記の ISOにおいても，旧来の福祉用具に，新たに教

育訓練用の分類が加わったために，福祉用具という用語自体を「支援機器」へと改める方向

性がありますが，次のように，さまざまな用語が用いられます。まず，福祉用具法による「福

祉用具（Technical Aids）」，障害者自立支援法に基づいて給付される支援機器のうちから定め

るものを「補装具（Prosthetic appliances）」，障害者自立支援法により地域生活支援事業とし

て給付される用具のうち日常生活上の便宜を図るための用具として厚生労働大臣が定める

ものを「日常生活用具（Assistive Products for Daily living）」，さらに，障害者の日常生活の支

援において障害者自身による作業を可能にするための簡単な道具が「自助具（Self-help 

devices）」です。 

新・情報教育に関する手引（2002）が「障害による物理的な操作上の不利や，障壁（バリ

ア）を，機器を工夫することによって支援しようという考え方が，アクセシビリティあるい

はアシスティブ・テクノロジーである。これは障害のために実現できなかったこと（Disability）

をできるように支援する（Ability）ということであり，そのための支援技術を指している。

そして，これらの技術的支援方策を豊かにすることによって，結果的にバリアフリーの状態

を実現しようということでもある。」と記述しています。 

さらに，同手引は，以下のように続けます。すなわち，「学校教育では，個々の子どもの
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成長発達をも視野に入れて，少し上の目標を学習課題とすることもあり得る。従って，学校

教育におけるアシスティブ・テクノロジーは，個々に応じた個別の指導計画に沿って行われ

ることになろう。そしてその目的は，単なる機能の代替にとどまらず，教科指導なども含め

たさまざまな学習課題を行う上での支援方策ということになる。よって，より個別性が高く，

また子どもの成長発達に応じて絶えずきめ細かな調整（フィッティング）が必要になる。こ

のように，支援機器と技術は，障害のある子どもの教育において欠かすことのできないもの

となる。」また，次のようにも書かれています。「一方学校においても，こうした機器の情報

が流通していないこともあって，まだまだ学校教育におけるアシスティブ・テクノロジーの

位置づけについての共通理解が図られているとはいい難く，リハビリテーション工学分野等

との連携も不十分であるため，本当に必要な機器が必要な子どもに提供されなかったりする

例も多々見受けられる。」というものです。この後半の記述は，2010年の教育の情報化の手

引には書かれていませんが，現実的な課題は残されているように思われます。これらには第

３章の事例が参考になるでしょう。 

さて，このように，アシスティブ・テクノロジーは，単なる「機器」ではなく，機器の工

夫による支援とその考え方であるされています。独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

（2009）では，支援技術と機器の両方含んだ意味の『アシスティブ・テクノロジー』と機器

を指す『支援機器』という使い方を提案しました。この本でも，そのように使い分けを行い

ます。 

 

第２節 学校における活用事例の事例数の推移と傾向 

次に，学校における活用事例の事例数の推移と傾向についてみていきましょう。そのため

に，ここでは国立特別教育総合研究所の特別支援教育実践研究課題データベースを用いて調

べていきます。このデータベースは，全国の特別支援教育関係機関における特別支援教育の

研究・実践に役立てるために，毎年，都道府県，指定都市特別支援教育センター，全国の特

別支援学校における特別支援教育に関する研究課題等の調査を実施してデータを拡充して

いるものです．1980 年からデータの蓄積が始まっており，登録されたデータ数は 2009 年で

49,495 件（国立特別支援教育総合研究所平成 21 年度事業報告書, p.119, 2010 年）となってい

ます．同報告書のデータによれば，最近の 5 年間では毎年平均で 1,000 件程度の増加となっ

ています．このように 30 年以上の長期にわたり，当時の特殊教育諸学校から現在の特別支

援学校の実践事例を収集，保有するデータベースは他に類がなく，かつ，収録データの多く
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は，学校の研究紀要等に掲載された実践研究報告となっています。それでは，これを用いて，

アシスティブ・テクノロジーに関連するような事例研究が，どの程度報告されているのかを

調べてみることにしましょう。 

技術の進展が速いアシスティブ・テクノロジーということで，分析の対象を最近の３年間

として分析しました。結果は以下のとおりでした。 

まず，分析したデータの内訳は，都道府県，指定都市の特別支援教育センター等の実践が

142 件，特別支援学校の中でも，視覚障害を対象とする学校が 228 件，聴覚障害を対象とす

る学校が 424 件，知的障害を対象とす

る学校が 889 件，肢体不自由を対象と

する学校が 334 件，病弱を対象とする

学校が 162 件，知的障害と肢体不自由

を併置する学校が 133 件，その他の学

校が 23 件（残り 7 件は不明）でした。

特別支援学校の数は 1,030 校（文部科学

省初等中等教育局特別支援教育課, 

2010）であり，一校当たり複数のデー

タが登録されることを考慮すると，逆

に相当数の実践事例が登録されていな

いことになります。そこで，その数に

ついて，上記の登録されたデータ数と

実際の全国の学校種別の数を比べてみ

ることにしました。実際の学校数は，

年により増減がありますが，平成 21 年

5 月現在で，視覚障害を対象とする学

校が 68 校，聴覚障害を対象とする学校

が 98 高，知的障害を対象とする学校が

482 校，肢体不自由を対象とする学校

が 145 校，病弱を対象とする学校が 70

校，知的障害と肢体不自由を併置する

学校（知肢併置校）が 104 校，その他

の学校が 63 校となります。 

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

4

5

10

簡易スヌーズレンセット

視覚的タイマー

文字放送表示システム

字幕

プロジェクター

タッチパネル

ＶＯＣＡ

電子情報ボード

カメラ

エーデル

点図

テレビ会議

ＡＡＣ機器

スイッチ

実践事例数（件）

図１－１ 特別支援学校に整備されていると
思われる支援機器のキーワードを持つ実践研
究数 
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これらをもとに計算すると，その実践研究の数は，知肢併置校を１とした場合に，視覚障

害が３，聴覚障害が４，知的障害と肢体不自由が２というような割合となりました。 

さて，具体的な実践には，どのようなものがあったのでしょうか。 

点字プリンタ，VOCA，簡単なスイッチ類，デジタルカメラ，ビデオ，電子黒板，テレビ

会議等を用いた実践報告があった一方で，音スイッチ，引っ張り（ひも）スイッチ，呼気ス

イッチなどの特殊なスイッチの活用がないこと，コンピュータの入力支援装置となるキーガ

ード，各種キーボード，トラックボール，あるいはスクリーンリーダ，DAISY 教材，画面

拡大のソフトウェアの活用が見当たりませんでした。抽出に利用したデータベースの特性や，

調査期間を３年に絞ったことも加味しなければなりませんが，多くの支援機器が，十分な実

践研究に裏付けられずに，保有されている現状が読み取れるかもしれません。 
 

第３節 体系的な整理の枠組みと事例フォーマット 

これらの活用事例を体系的に整理するためには，その整理の枠組みが必要であろうと思わ

れました。このため，研究チームでは，アシスティブ・テクノロジーの活用事例の事例フォ

ーマットを決定するために体系的な整理の枠組みを検討しました。例えば，移動の困難さを

軽減することが目的である場合に，電動車椅子を用いれば，これは支援機器であり，「障害

に基づく困難の改善・克服への効果」によって目標が達成されます。しかし実際には，電動

車椅子に乗れば，すぐにそれが利用できるわけではなく，それに至る学習や操作，さらに空

間認知などの訓練も必要な場合が多いと思われます。また，タイムエイドや手順カード，あ

るいは VOCA を用いたコミュニケーションの指導を行えば「教育（指導）目標達成への効

果」の側面が強くなると考えられます。もし，先の電動車椅子を校外学習での買い物や対人

関係，自己効力感の向上のための指導に利用する場合には，おそらく「教育（指導）目標達

成への効果」を期待することになるでしょう。 

これらの支援機器等を利用する目標の分類を念頭に置くと，以下のような事例研究が存在

すると思われました。 

１． 教育目標の達成が目的であり，その中で機器の果たした役割が明確な事例 

２． 障害による困難の克服が目的であり，その機器を使用した活動を実現させるための

事例 

３． 上記の１と２の混合型や，１から２へ，あるいは２から１へ発展する事例 

さらに，使用される機器については，１つの事例研究の中で，試行錯誤も含めて変更や方
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針の転換が行われることも予想されます。 

それらを踏まえつつ，報告書では，アシスティブ・テクノロジー活用事例の整理の枠組み

の試案を提案しました。これをもとに，本ケースブックの項目だてを作成しています。ケー

スブックの項目立てについては，改めて第３章で紹介します。 

それでは，次の第２章において，学校でアシスティブ・テクノロジーの活用に取り組むた

めの，校内体制と指導体制，設備・機器・予算，効果的な研修の方法と内容，個別の指導計

画と個別の教育支援計画，評価の考え方と方法について解説していきます。 
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第２章 学校でアシスティブ・テクノロジーの活用に取り組むために 

－学校事例と海外の情報から－ 

 

 

あらまし：第１章では，本ケースブックを読むために必要な基本的なことがらについて説

明をしてきました。この第２章においては，学校でアシスティブ・テクノロジーの活用に取

り組むための，校内体制と指導体制，設備・機器・予算，効果的な研修の方法と内容，個別

の指導計画と個別の教育支援計画，評価の考え方と方法について解説していきます。国内の

学校事例と海外の情報から具体的な方法を検討します。 

この冊子は，ケースブックですので，先進校など，各学校における事例を紹介しながら，

これらの在り方のヒントを得ていきたいと思います。 
 

見出し語：校内体制，設備と機器，研修，個別の指導計画，個別の教育支援計画，活

用評価 
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第１節 校内体制と指導体制 

特別支援教育に有効な ICT 機器の多くはアシスティブ・テクノロジーに分類されます。

文部科学省は，教育の情報化に関する手引（文部科学省, 2010）の特別支援教育における ICT

環境の整備の中で“ICT機器は，情報教育だけでなく各教科等における様々な教育活動にお

いても活用することから，情報教育の担当教員だけでなく，全校の教員がかかわりながら学

校全体で計画的，組織的に環境を整備する必要がある（p.222）”と述べています。すなわち

アシスティブ・テクノロジーも，特定の場面に限られた使い方ではなく，学校や生活のあら

ゆる場面で検討されて，必要な場面で，常に活用される環境の整備が重要と思われます。例

えば，自立活動の時間のみの使用であったり，特定の担当者の先生のみが利用できたりした

だけでは，十分とは言えません。さらに，担任の先生や教科・領域が変わっても，子どもは

同じ一人の個人ですから，その一貫性も求められることになります。 

このような課題に取り組むためには，まず，アシスティブ・テクノロジーを所掌する校務

分掌が大切になると思われました。ここでは，いくつかの先進校の例を挙げていきますが，

実は，担当の分掌はさまざまであり，さまざまな課題もあるようです。 

例えば，アシスティブ・テクノロジーを担当する分掌は，「情報教育部」であったり「自

立活動部」であったり「研究部」であったりしています。 

具体的には，アシスティブ・テクノロジーの中に情報関連支援機器が多くを占める視覚障

害教育の学校や，筋ジストロフィーを対象とする学校では「情報部」や「情報教育部」が，

そして，重度重複障害の子どもたちを対象とする学校では「自立活動部」や「研究部」が担

うなどです。 

いくつかの事例をみてみましょう。 

１． 「情報部」が主に所掌し，コンピュータや入力装置を含む周辺機器については，隣

接する病院の作業療法士の協力を受けて，情報部が入手するなどして支援を実施。

（A病弱（筋ジストロフィー中心）特別支援学校） 

２． 「特別支援教育部」の内部支援の分掌と図書情報化，情報教育委員会がある。視覚

障害教育の支援機器には情報機器の活用が多いために「情報」の時間に支援の方

策やフィッティングが行われる傾向がある。（B盲学校） 

３． 「自立活動部」（備品消耗品管理），「情報部」（パソコン関連），「教材教具部」（ス

イッチ製作支援，教材室管理，備品管理）が共同で管理。校内への支援は，校務

分掌で行うが，隣接の整枝療護園によって姿勢や車椅子のフィッティングなどが
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行われる。（C肢体不自由特別支援学校） 

４． 「情報部」が担当する。教材の共有，データベース，研修会の実施。（D 肢体不自

由特別支援学校） 

５． 「情報教育部」が校内のアシスティブ・テクノロジーに関する分掌業務を一元管理

している。（E知肢併置校） 

６． 「自立活動部」があるが，アシスティブ・テクノロジーと ICT 等の活用は「情報

教育部」で一括して管理されている。（F知肢併置校） 

７． 「研究部」で機器を管理している。パソコンや情報については「総務部」があたる。

（G病弱特別支援学校） 

８． 「研究・研修企画支援部」において，自作教材作製，自作教材教具集のとりまとめ。

「教務・社会参加支援部」において，教材教具，備品購入計画・管理。「地域支援

部」において，地域支援のための教材等の貸出・整理を行っている。（I 肢体不自

由特別支援学校） 

このほかに「自立活動専任教員 1 名のみであり，分掌の体制にはない（H 知肢併置校）」

などもありました。しかし，この知肢併置校は，アシスティブ・テクノロジーの活用を進め

る研修会などを地域で開催する先進校でした。これらのケースは，何を意味するのでしょう

か。われわれは以下のように考えました。 

すなわち，全障害種別を通じて，例えば「情報教育部」が担えば良い，あるいは，「自立

活動部」が担えば良い，あるいは「○○部」を設けなければいけないということではなさそ

うです。また，1 つの分掌で対応すべきかといえば，先進校の学校事例をみる限り，そうと

も言えないようです。 

学校事例の調査からは「重度の障害のある場合には，児童生徒の病気の理解は当然のこと

ながら，関節の可動域や，スイッチ等の操作を行わせることによって生じる筋肉の拘縮や二

次障害など，十分な注意が必要であり，実践を進める際に認識する必要があること。さらに，

支援機器などによって“可能になる”活動が，指導の目標になることのないように，児童生

徒の教育目標の達成に必要な活動を実現するために，それに合った支援機器があれば利用す

る，というような基本的な姿勢が大切（G 病弱特別支援学校）」という聞き取りが得られて

います。 

さらに，「肢体不自由のある生徒には，自らアシスティブ・テクノロジーを選択する力，

他者に必要なアシスティブ・テクノロジーについて説明する力が求められる。在学中を含め

て，卒業後のためにも，自分でアシスティブ・テクノロジーを使いこなす力，選択する力，
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新しい技術に適応する力が求められる（肢体不自由特別支援学校）」など，本人のアシステ

ィブ・テクノロジーに対する知識や理解，自己主張なども重要であることが読み取れます。 

先の教育の情報化に関する手引には，「その際（アシスティブ・テクノロジーの検討の場

面では），必要に応じて外部の専門家等から助言を得ることも有効である。（p.222）」と結ん

でいます。校務分掌は，学校の障害種別などの特性に応じて担当する部署を決めることにな

りますが，上記の１と３の事例や，そのあとに述べた取り組みのための基本的な姿勢など念

頭に置いて校内体制と指導体制を構築することが期待されます。 
 

第２節 設備・機器・予算 

教育の情報化に関する手引（文部科学省, 2010）の第 9 章の第 8 節 特別支援教育におけ

る ICT 環境の整備では，特別支援学校施設整備指針に「障害の重度・重複化，多様化等の

動向を十分踏まえつつ，障害のある幼児児童生徒の一人一人の教育的ニーズに対応した指

導・支援を考慮した施設環境づくりを基本とすることが重要」であるとともに，特に情報環

境の充実に当たっては，「幼児児童生徒の主体的な活動及び学習を支え，高度情報通信ネッ

トワーク社会にふさわしい学校環境をつくるとともに，障害に対する情報保障としての環境

を確保するよう計画することが重要」という指針に触れて，ICT環境の整備について，以下

のように，解説されています。 
 

1 つ目は，コンピュータの選定についてである。特別支援学校においてコンピュータを活

用する場合，様々な学習場面や指導形態が想定されることから，デスクトップ型とノート型

のほか，大きさの異なるモニターを複数そろえるなど，状況に応じた利用が可能となるよう

に選定する必要がある。 

2 つ目は，周辺機器・ソフトウェアの整備についてである。周辺機器は児童生徒の障害の

種類や程度等に応じて検討する必要がある。機器の選定に当たっては，第 3節や第 4節を踏

まえた上で，国立特別支援教育総合研究所「障害のある子どもたちのための情報機器設備ガ

イドブックWeb 版」（平成 16 年 3 月）や，「情報支援機器等映像マニュアル」（平成 21 年 3

月）で示された例示品目などを参考にすることが望まれる。 
 

上の２番目の情報は，国立特別支援教育総合研究所が提供している情報であり，文部科学

省のページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1296898.htm）よりリンクされて

います。 
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上にあるように，例えば，同じ支援機器であっても，それを一人の子どもが必要とするな

ら，同様のニーズを複数の子どもたちが同時に持つ可能性は高いと思われます。 

これに関しても先進校の例を見ていきます。ところで，ここで「先進校」と呼んでいる学

校は以下のような学校です。すなわち，平成 20 年 1 月に国立特別支援教育総合研究所で実

施した特別支援学校における支援機器等の保有状況・利用状況実態調査結果データから，支

援機器を数多く保有し，かつ日常的に使用している機器の数と種類が多い学校の中で，学校

訪問調査を受け入れて頂いた学校です。その保有する支援機器の種類は 20～30 種類，それ

ぞれの支援機器を複数保有している学校です。それらの学校においても，少数を除いて，支

援機器を購入するための予算を確保することは容易ではない状況でした。 

１． 県の予算として，障害に応じた情報機器の整備及び活用事業などを活用するなど。

県内唯一の病弱特別支援学校であり，通常予算とは別に利用してきている（G病弱

特別支援学校）。 

２． 通常の予算の他，パナソニック教育財団の研究助成を受けている（C肢体不自由特

別支援学校）。 

３． 特別な予算枠があるわけではない。大学等の研究協力などによる機器の利用も可能

（D肢体不自由特別支援学校）。 

４． 備品として 200 万円。教材教具は全ての教員が作成しており，県の予算で 10 万円。

その他に肢体不自由児協会から 5万円（I 肢体不自由特別支援学校）。 

５． 予算は，各学部，分掌に配分されるため，それぞれが必要と予算の範囲で支援機器

などを購入している（E知肢併置校）。 

６． 学校予算や県のリース事業のほか，上月情報教育財団助成，科学研究費補助金（奨

励研究）を申請（J肢体不自由特別支援学校）。 

上のように，数年ごとに配分される設備整備費や教材費のある学校もあるようですが，改

築時の設備予算などの機会を捉えた予算獲得や，民間の財団や研究費補助金など，積極的に

アシスティブ・テクノロジーに関する研究の中身と合わせて予算を獲得している学校があり

ました。さすが先進校の調査結果と言えるかもしれませんが，これらの競争的資金を獲得す

るチャンスは全ての学校に平等なものです。 

ところで，それぞれの学校ではどのくらい数の支援機器を保有しているのでしょうか。先

に述べた国立特別支援教育総合研究所の全国調査の結果によれば，以下のようなデータが明

らかにされています。 

データは，その支援機器を保有している学校１校あたりの平均の個数です。 
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１． VOCA（ワンボタンの簡単なもの）：11.5 台（肢体不自由教育）；6.8 台（知肢併置

校） 

２． VOCA（たくさんのボタンのもの）：3.7 台（肢体不自由教育）；2.2 台（知肢併置校） 

３． VOCA（キーボード型）：3.9 台（肢体不自由教育） 

４． スクリーンリーダーなど：18.5 本（視覚障害教育） 

５． 画面拡大ソフト：11.4 本（視覚障害教育） 

６． トラックボール：7.4 台（知的障害教育） 

７． 丸形プッシュスイッチ：7.3 個（肢体不自由教育） 

８． タッチパネル：7.4 台（知的障害教育）；5.6 台（肢体不自由教育）；5.5 台（知肢併

置校） 

（国立特別支援教育総合研究所, 2009, p.16 より） 

今後は，子ども一人あたりに，どのような機器が幾つ学校に保有されているのか，必要な

整備数値目標や，使われない機器の問題がないか，など一歩進んだ実態調査や整備の在り方

に関する研究も重要と思われます。 

さて，ここまで，校内体制，設備・機器・予算について事例を紹介してきました。ところ

で，支援機器は保有しているが，その使い方がわからないなどという声も多くきかれます。

インターネット上には，前のページで紹介した国立特別支援教育総合研究所「障害のある子

どもたちのための情報機器設備ガイドブックWeb 版」（平成 16 年 3 月）や，「情報支援機器

等映像マニュアル」（平成 21 年 3 月）のWeb ページがありますので，是非参考にして頂き

たいのですが，学校では，校内研修の体制や内容も課題となってきます。それらを次に見て

いきます。 
 

第３節 効果的な研修の方法と内容 

学校事例からは，アシスティブ・テクノロジーや情報に関する研修や，選定や指導の実施

の支援体制として，専門家の助言や指導，さらに機器の管理，貸し出しリストの作成などが

積極的に行われているようです。 

１． 視覚障害教育センターの機能として『アイ・あい展示室』という視覚障害教育にお

ける支援機器の展示，外部への貸し出しサービスを行っている。校内の情報教育研

修（新しく学校に赴任した教員が対象）では，通常のコンピュータの操作に加えて，

ショートカットキー，音声ソフトウェア，活字 OCR，視覚障害と情報機器，点字
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編集システム，点字印刷，点字プリンタ，点字ワープロ，点訳ソフト，などの研修

資料を用いて研修を行っている（K総合支援学校）。 

２． ST（言語聴覚士）は抽出言語指導を行っており，指導の情報交換や AAC 機器な

ど個々に合う機器の助言等を行っている（J肢体不自由特別支援学校）。 

３． 支援機器は，職員室奥の教材室に，１種類ごとに箱に整理されている。それぞれの

箱には，「品名」「数量」「機器名称」「購入日付」「備品番号」があり，機器の写真

が掲載された整理表が添付してあり，棚にある場合にも，内容が一目で分かるよう

になって整理されている。また，各機器のマニュアルなどがパウチ処理されて準備

されている（G病弱特別支援学校）。 

４． 校内研修等で作製した教材ソフトウェアなどは学部で共有。児童生徒用情報活用機

器一覧表は，「視聴覚機器」，「周辺機器」，「音声再生機器（VOCA）」，「スイッチ各

種」「その他（ラッチ＆タイマー，パワーリンク，DVDソフト）」という分類に整

理されている。校内授業研究会や公開研究会の実施（I 肢体不自由特別支援学校）。 

５． 情報教育部は，研修や，機器の管理，貸し出しを実施。教員研修は，夏期休業，冬

期休業に実施。年間 5回ほどで，スイッチ試作，パワーポイント，フラッシュ，エ

クセル，フォトショップ，コンピュータのハードウェア，その他のアプリケーショ

ンの使い方を実施している。ここで作成された教材は，共有フォルダで教材データ

ベースとしている（E知肢併置校）。 

６． 自立活動専任教員からの支援と，G研（グループ研究）係の教員による支援。夏期

と冬期休業中の研修会と，学期中の月に 1回の研修会(年 7 回)で知的部門は主に視

覚支援のシンボル，肢体部門は主にスイッチ製作やコミュニケーション機器の研修

を行っている（H知肢併置校）。 
 

また，子どもたちを対象とした講習会を上手に利用した例もありました。それは，この子

ども本人向け講習会では，保護者や担任教諭の参加を求めることで，この講習会が実施され

た時点より以降，学級や授業，家庭などにおいて，ICTやアシスティブ・テクノロジーの活

用が継続されるように工夫されているというものです（大阪府立支援学校 ICT 研究協議会

の例より）。 

研修での支援機器の説明や，実際に日常的な活用を行う際には簡単なマニュアルも必要に

なります。次ページの図は，その 1例です。これらのマニュアルは，例えば，先の国立特別

支援教育総合研究所の映像マニュアルの Web サイトなども存在しますから，校内研修会な
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どに活用されると良いわけですが，それぞれに自分たちで独自に作成した資料は，自分たち

の目線で見たアシスティブ・テクノロジーの貴重な資料と思われます。 

以下の例は，パワーポイントで作成された支援機器の写真入りの説明ファイルであり，随

時更新しながら，教室の活用例なども随時加えていくことが可能な好例と思われます。 

 

図 2-3-1 パワーポイントで作成された支援機器の写真入りの説明ファイルの例（一部）

（大阪府立茨木支援学校） 
 

ところで，研修などの実施はもちろんですが，その後は，実際に必要な機器を借り出して

活用することになります。その際には，次ページのようなシートが作成されています。 
 

表2-3-1 機器管理及び貸し出し簿の様式（大阪府立茨木支援学校と群馬県立二葉

養護学校の例より作成） 

種別管理番号 機器名 仕様 所在 備品番号（学校管理） 備考

V-01 スーパートーカー １～８分割で，８階層の録音 幼１ 2112123 返却

O-01 シャボン玉飛ばし器 動き・操作 小２ 2112145

P-01 トラックボール USB用 高１ 2888453

S-01 青，タッチ，押し込み型 幼２ 4444123 able-net P-34に取り付け

S-02 青，タッチ，押し込み型 1254885

S-03 赤，タッチ，押し込み型 4444123

S-04 黄，タッチ，押し込み型 中１ 1254885

ジェリービーンスイッチ

 

例えば，ここではジェリービーンスイッチが，１個ずつの行になっています。複数個の機

器をひとまとめにして，「ジェリービーンスイッチ４個」などと管理している学校もありま

したが，個別に借り出すこと，個々が故障したり，破損したりすること，なにか工夫して別



 

15 

の装置になる可能性などを考えると，同じ機器であっても，それぞれを別の機器として考え

る上記のリストは利点が多いと思われました。 
 

第４節 個別の指導計画と個別の教育支援計画 

本ケースブックに事例が掲載されているのは，愛媛県立松山盲学校，香川大学教育学部附

属特別支援学校，群馬県立二葉養護学校，滋賀大学教育学部附属特別支援学校，東京都立立

川ろう学校，筑波大学附属桐が丘特別支援学校，筑波大学附属久里浜特別支援学校，北海道

八雲養護学校の研究協力機関に合わせて，研究パートナー機関として，大阪府立茨木支援学

校，長野県稲荷山養護学校，京都府立城陽養護学校の事例です。 

その研究の途上で，アシスティブ・テクノロジーについて，個別の指導計画などに明記し

ているケースがどれほどあるのか集計をしてみました。すると，当時，個別に対する指導で

あるものが７割を占めるにもかかわらず，個別の指導計画に実際に利用されたアシスティ

ブ・テクノロジーの記述があるものが３割にとどまっていました。 

さらに，アシスティブ・テクノロジーの使用目的としては，「教育（指導）目標達成のた

め」と思われた事例が 40%あり，「障害による学習上，生活上の困難を改善するため」が 47%

でした。特に視覚障害分野の活用事例では，全てが後者の活用となっており，障害種別にお

けるアシスティブ・テクノロジー活用の特徴があるように思われました。 

ところで，本ケースブックに「ねらい」に書いたように，この研究における筆者等の問題

意識の一つは「必要度が高く評定されているにもかかわらず保有率が余り高くない機器等が

存在すること。詳しい教員がいなくなると使用されていた機器が使われなくなるケースもあ

ること」や，「担任の先生が変わると，機器が使われなくなる様子や，学年や学部がかわる

とそれまで使われてきた支援機器が使われなくなる様子，学校が保有する機器しか使われな

い様子，個別の指導計画に基づく指導が目的というより，その機器を使ってできることが活

動の目的となる様子など」でした。 

これらは個別の教育支援計画や個別の指導計画にアシスティブ・テクノロジーが明記され

ることに，その解決の 1つの糸口があるように考えています。 

では，具体的に，本ケースブックに掲載されている事例では，どのように個別の指導計画

や個別の教育支援計画を記述しているでしょうか。 

学校におけるアシスティブ・テクノロジー選定のプロセスでは，一般に担任教師が一人で

検討する事例が多いと思われますが「教員が，生徒や学級担任，各教科担当等から授業場面
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での姿勢やＰＣの利用状況を聞き，その結果をもとに作業療法士に相談した例や，作業療法

士のアドバイスをもとに情報機器担当者が使用する機器を選定し，学校の備品として導入」

（北海道八雲養護学校）など，多職種やチームでのアプローチが報告されました。また，個

別の指導計画への記述は，例えば，「教科『情報』の『指導の工夫と配慮事項』に，心身機

能・身体構造の特性に合わせた PC操作環境の構築として記載する」，「全教科に関係する『指

導目標と配慮事項』の項目に，学習の状況を記載する」「個別の教育支援計画は，『学校での

生活』の『必要な支援内容』の項目に，関連する学習状況を記載する」などの提案がなされ

ています。 

その一方で，「コンピュータを活用したイラスト制作のスキル向上」や「コンピュータを

活用した作詞，作曲活動の展開」などの目標が書かれるのみの事例など，アシスティブ・テ

クノロジーについて，個別の指導計画に具体的内容として取り上げられないとい現状も明ら

かになっています。 

ここで本ケースブックの事例から具体的なケースの記述を紹介しておきます。 

１． 平成 22 年度の個別の共動支援計画（個別の指導計画）において，「生活」領域の教

科等を合わせた指導である「ライフスキル」の目標として以下の内容を計画した。

「将来の運転免許取得に向けての基礎学力を付ける。手立てとして， iPod-touch

を使うことによって，集中して運転免許資格の問題に取り組むことができるように

する」（事例 12）。 

２． 個別の指導計画は，教科「情報」の「指導の工夫と配慮事項」に，心身機能・身体

構造の特性に合わせた PC操作環境の構築として記載する。また，全教科に関係す

る「指導目標と配慮事項」の項目に，学習の状況を記載する（事例 25）。 

３． 個別の教育支援計画は，「学校での生活」の「必要な支援内容」の項目に，関連す

る学習状況を記載する（同上）。 

４． 個別の指導計画は，自立活動における生徒への支援として記載する。内容は，「身

体の動き，身体の移動能力に関すること」として取り扱い，関連させた指導と変容

について記載する（事例 30）。 

５． 個別の教育支援計画は，「学校での生活」の「必要な支援内容」の項目に，関連す

る学習状況を記載する（同上）。 

６． 個別の指導計画より 

a 指導目標（中期）：自分で操作できる対象を増やすことで興味関心の幅を拡げ，

楽しく意欲的に学習できるようにする。教師や友達と関わる遊びや学習を通し
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てコミュニケーションの力を伸ばすとともに人と関わる楽しさを味わう（事例

33）。 

b 指導目標（短期）：小さな力でも大きく変化するもの，スイッチを押すだけで

状況が一変するもの等を用いて興味関心の幅を拡げる。楽しく繰り返すことの

できる活動の中で関わる相手の様子を一層意識しながら活動する（事例 33）。 

７． 個別の支援計画より 

a 現在の希望（保護者）：周囲の状況に応じて，必要なときには待つことができ

るようになってほしい（事例 33）。 

b 課題 1：健康で安全に学校生活をおくれるようにする。支援目標（年間）：室

温や湿度等に配慮するとともに，本児の様子を常に細かく把握し，体調が崩れ

ないようにする（事例 33）。 

c 課題 2：身体機能を維持するよう努める。支援目標（年間）：手を使った操作

活動等，無理のない運動課題を日常生活に位置づける（事例 33）。 

d 課題 3：様々な人と活動が楽しめるようコミュニケーションの力を伸ばす。

支援目標（年間）：言葉や身振り，写真等を使って意志伝達の手段を増やす（事

例 33）。 

８． 目標：短時間で着替えることができるようになる。指導方法：環境を整え，集中で

きるようにする。タイマーなどを活用して目標時間を伝え，着替えに掛かる時間を

短くできるように支援する（事例 44） 

９． 目標：パソコンに貼られたシールを手掛かりに，複数の単語をローマ字打ちで入力

することができる。指導方法：キーボードに貼ったドットシールと手袋の指先の色

をマッチングさせてキーを押すようにする。苦手意識をもたないように，適宜教師

が支援をする（事例 45）。 

１０． 個別の指導計画の中で下記のようなＡ児の実態把握を行っている。 

ａ.右手関節を随意的に動かすことができる（事例 47）。 

ｂ.好奇心旺盛で周囲の人や物に対して視線を向け続ける（同上）。 

ｃ.眼球や右手関節の動きでYes，No を表す（同上）。 

今回のケースの中には，必ずしも機器の名称や，機器カテゴリーが明記されたものが多く

はありませんでした。しかしながら，その目標などを読み取れば，必要な手段や手立てとし

てアシスティブ・テクノロジーの活用が読み取れるものが多いのも事実でした。ただし，機

器の名称やカテゴリー名称が明記されていない場合には，担当者が変わった際に，それまで
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に培って積み重ねた実践や子どもの経験や努力が，継続されないという心配はなくなりませ

ん。本冊子は，ケースブックであってガイドブックではありません。今後は，それらに対す

る指針（ガイドライン）を示すことが必要と考えられます。 

さて，次に，今回の学校調査で得られた資料からアシスティブ・テクノロジーの活用につ

いて正面から取り上げた個別の指導計画の１例を紹介しておきます。 
様式１-１ （様式３）

現在の姿 学習課題（長期的な見通し） 学部卒業時に願う姿

健

康

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

・呼気を大きく出す，舌を前に動

かす，顎を上下に動かす，手を上
に動かすなどして，関わりに応え

る様子が見られるようになってい

る。

作成日

作成者 担任 自立活動 生活・教科

氏名 学年・学部

・気管を切開しており，人工呼吸

器使用，胃ろう栄養，右側臥位の

姿勢でベッドで過ごしている。

・音楽を聴く

・本読み

・テレビ鑑賞

・ICU内のドクター，看護師，保育士など

との関わりに，呼気や脈拍を変化させた

り，舌，顎，手を動かして，気持を表現し

ながら生活することができる。

・呼吸状態，脈拍等に十分に配慮しな

がら進める。吸引などは適宜看護師に

依頼する。

・卒業後もICU（超重症児室）で，さまざ

まな医療的ケアをうけて過ごす中で，１日

の流れ（着替え，食事，排泄，入浴など）

に見通しを持って，周囲の様子を自分なり

に受け止めて快適に過ごしてほしい。

◎教材の変化を楽しみながら，スイッ

チが提示された体の部分（手や頬）を

工夫して動かし，スイッチを操作す

る。

音楽鑑賞や本読みが好きなので，それ

らの中でジャンルを広げ，将来の生活

を充実したものにする。

・保護者の面会や，ICUの行事の際に，得
意な動きを生かして活動し，楽しみながら

過ごしてほしい。

・ICU内で，好きな音楽を聴いたり，テレ

ビを見たり，また，ICU内の行事に可能な

限り参加してほしい。

◎教材の変化を楽しみながら，スイッチが提示された体の部分（手や頬）を工夫して動かし，スイッチを操作する。

□スイッチ操作の面では，呼吸を調整したり，体の動きをkふうする。

○気持の件では，呼気の変化や，舌，顎，手の動きで気持を表現する。

p.58　個別の指導計画の評価の在り方, 熊本県立芦北養護学校, 平成17・18年度文部科学省特殊教育研究協力校研究成果報

告書より　改変

・呼気や脈拍の変化，舌や顎，手の動

きで気持を表現することができる。

・体の動きを工夫して，推知を操

作し，接続されたパソコンの画面

や玩具の動きを楽しめるように

なってきている。

年間目標

で

き
る

こ

と

好
き

な

こ

と

 

上の表に書き込まれている内容から理解されますが， ICU（超重症児室）でさまざまな

医療的ケアを受けながら生活をおくるであろう子どもに対する個別の指導計画です。ここで

は，スイッチなどを使って生活を豊にすることを目的としたアプローチの例です。この様式

は，年間目標の設定のための様式です。 

この目標から，期待する内容と学習内容の設定を行います。このケースでは，以下のよう

になりました。 
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先の表の年間目標である「◎教材の変化を楽しみながら，スイッチが提示された体の部分

（手や頬）を工夫して動かし，スイッチを操作する。」が，表頭にきて，具体的な学習の内

容が書かれています。（同資料より） 

 

ここまでは，日本の先進校の様子を本ケースブックや，このケースブックの元になった研

究成果から紹介してきました。 

次に，アシスティブ・テクノロジーを IEP のチームが検討することが法律で義務付けられ

ている米国から，情報を紹介していきます。 

IEP におけるアシスティブ・テクノロジー導入ガイドライン（翻訳資料：Guiding 

Document: Evaluation of Effectiveness, The QIAT Leadership Team (2010)には，以下のよ

うな提案がなされています。 

１． 教育機関には IEP における支援技術(AT)ニーズを文書化するためのガイドラインが

あり，常時活用することが求められる。 

２． IEP チームが決定するあらゆるサービスは，IEPにおいて指定されるアシスティブ・

テクノロジー機器の選択，取得と使用を支援するために必要である。 

３． IEP は，アシスティブ・テクノロジーが子どものニーズ，支援機器とサービス，そ

して子どもの目標を定めることによって，一般カリキュラムにおける目標の達成と

進化を支援するためのツールであることを説明するものである。 

４． アシスティブ・テクノロジーの利用に関する IEP コンテンツは，測定可能な目に見

える結果を得るために，アシスティブ・テクノロジーがどのように役立つかについ

て説明するものである。 

５． IEP には，子どものニーズに取り組み，期待される結果を達成するためにアシステ

◎スイッチを使用して

→パソコンに接続して・・・

→動くおもちゃに接続して・・・

◎本読み

→紙芝居や民話のCD・・・

◎製作活動

→指に筆を固定して・・・

期待する姿

自

立

活

動

年間目標
◎教材の変化を楽しみながら，スイッチが提示された体の部分（手や頬）を工夫して動かし，ス

イッチを操作する。（□は，スイッチ操作を，○は，気持を，それぞれ示す。）

□スイッチを操作するために呼気の大きさやリズムを変える。

□スイッチを操作するために頬の動きの大きさやリズムを変化させる。

○前後の動きやリズムを変えて，気持を表現する。

○上下に動かして気持を表現する。

□ピクピクと動かしてスイッチを操作する。

学

習

内

容

呼気

頬

舌

手

右親指
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ィブ・テクノロジーが用いる機器とサービスに関する明確かつ完全な記述が含まれ

ている。 

このように， IEP が，障害を持つ子ども（達）が教育プログラムに参加して恩恵を受け

るために必要な支援機器とサービスの提供を保証する，効力のある文書であって，支援機器

とサービスはその子どもの IEP内で明確に文書化されなければならないとしています。 

さらに，その子どもが必要とするテクノロジーの種類と使用方法が，保護者を含む IEPに

かかわる関係者全員が理解できるように，明確に説明される必要があるとも述べています。 

IEP 内で支援技術（AT）が文書化されたなら，それは規定通りに実施されなければなら

ないし，支援機器が子どもの IEPに盛り込まれている場合，それらは子どもの個別のニーズ

に応じてカスタマイズされて教育場面で活用できるよう，速やかに提供されなければならな

い，と結ばれています。 

しかしながらアシスティブ・テクノロジー活用の先進国である米国においても残念なこと

に，全ての IEP のチームがこのような十分な手続きを行う知識があるわけではないようです。 
 

第５節 評価の考え方と方法 

学校事例からは，さまざまな評価の考え方や方法があることが分かります。ここでは，い

くつかの例を挙げておきますが，まず，はじめに，熊本県立芦北養護学校のアシスティブ・

テクノロジーを活用する個別の指導計画の研究報告の p.58 に書かれたアシスティブ・テクノ

ロジーの実践の評価にとって大切な視点について引用しておきます。 

 

「スイッチを操作することだけではなく，その過程で本人の動きの工夫や気持の発信を大

切に受け止めていくことで，本人が，体の動きで表現している気持を受け止め，やり取りを

大事にした学習を積み重ねる。楽しさ，満足感を教材に対してだけでなく，人との関わりに

おいても広げて行きたい。（個別の指導計画の評価の在り方, 熊本県立芦北養護学校, 平成

17・18 年度文部科学省特殊教育研究協力校研究成果報告書より ）」 

これは，スイッチなどを使って ICU（超重症児室）でさまざまな医療的ケアを受けながら

生活をおくるであろう子どもにアプローチしようとした個別の指導計画の立案の中の「年間

目標の設定について」で書かれた内容です。スイッチを使わなければコミュニケーションを

引き出せない重度の障害のある子どもとの関係を，その子の満足が，スイッチや教材に対し

てだけでなく，人へ広がるように，と書かれたものと読めます。 
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“物”を扱うアシスティブ・テクノロジーの活用における評価にあたっては，おそらく機

器でなければ実現しない機能を検討し，その成果を測定していく際に，忘れてはならない重

要な視点を提供しているケースであると思われます。 

それでは，アシスティブ・テクノロジー活用の選定のプロセスと，評価や成果に関する記

述のいくつかの例を本ケースブックの中から整理してみます。 

１． タイムタイマーを使うことで，残り時間を伝えたときに（デザートを食べたくて）

急いで食べる様子が見られたり，下膳の促しにスムーズに応じられることが増えた

りした。その一方で，周囲の様子が気になってしまうことも多く，教師が言葉掛け

や指さしをしないと食事中に時計に意識を向けられないときがあり，自発的に給食

の終わりの時間に気付けないことが課題である（事例 41）。 

２． パワーポイントを使用することで，話の内容を一部理解でき，逸脱が減ってきてい

る。また，スケジュールによって，時間的な見通しがもてるようになってきている

（事例 43）。 

３． Aくんの手操作の変遷を追うと，小学部中学年ころまで強く叩いたり，強く押しつ

けたりすることが中心であった。その後小学部高学年時に，凹んだ底の部分に配置

されたスイッチを操作する課題を遂行するなかで，指先を伸展した状態で押すとい

った行動が優位に観られるようになった。次の課題設定として，より一層効果的な

手指の操作活動を促す教材として，タッチパネルタイプの小型シンセサイザー

（KORG KAOSSILATOR）を使った活動が取り上げられた。この機器の活用でタ

ッチパッド上の狭い範囲であるが，指先をスライドさせるように動かし音の変化を

探索できるようになった。さらに，より広い空間の探索活動を促すために iPad の

活用を考えた（選定のプロセス：事例 31）。 

４． プッシュスイッチを使った操作では，「短時間押す」「押し続ける」といった動きを

再現できれば課題状況を達成でき，それ以上の動きを工夫する必要もない。

KAOSSILATORを活用した探索の場合，指先の様々な動きのパターンに応じて音

響的な変化がもたらされる。その体験は A くんの豊かな感受性に充分こたえるも

のであり，取り組みに対する動機を確かなものとすることができた。以前では考え

られないくらい繊細な手指の動き（指先を立てた状態でスライドさせること）をお

こなうようになった（評価・効果：事例 31）。 

５． 「Windows 拡大鏡」を用いることによって，テキスト入力時に入力した文字を確

認しながら，正しく入力できるようになった（事例 26）。 
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６． 「老眼マウス」を用いることで，これまで視認が難しかったディスプレイ上の文字

やオブジェクトを拡大表示して確認できるようになった。また，ポインティング

成功率が高まった（同上）。 

７． 「Windows 標準のマウスポインタ」使用時と「でかポインタミニ」使用時のポイ

ンティングの軌跡比較を実施したところ，求心性視野狭窄のある対象生徒に，「あ

んだーまうす君」や「でかポインタ」を適用することによって，マウスポインタ

の視認性の改善が図られ，マウス操作のパフォーマンスが向上したことが確認さ

れた（事例 27）。 

８． 点字文書データの読み書きができるようになった。点字文書の管理能力が向上した。

検索機能の活用により，より速く目的の情報にアクセスできるようになった。ス

ケジュール管理ができるようになった（事例 28）。 

９． 吸気仕様による操作（バキュームスイッチ）では，呼気と同様に緊張を高めはする

が呼気コントロールの時ほど亢進状態にならず，介助者の抑制的なガイドで活動

を継続することがなんとかできていた。このことは本児にとって高い満足感を与

えることとなり，スイッチ操作を繰り返し集中して取り組むことでさらに操作性

が向上した（事例 34）。 

ケースによって異なりますが「障害に基づく困難の改善・克服」と「指導目標の達成」の

それぞれに，効果などが記述されています。指導目標の達成に向けたアシスティブ・テクノ

ロジーの活用は，その達成の過程で「障害に基づく困難の改善・克服」を行っているようで

す。ただし，定量的な効果測定や，評価を行っているケースは，事例 26，事例 27，事例 36

など数が少ないのが現状のようです。 

再び，米国の例を見ていきます。アシスティブ・テクノロジーを活用した指導の有効性の

評価（Guiding Document: Evaluation of Effectiveness, The QIAT Leadership Team (2010)

には，以下のようなことが提案されています。すなわち， 

１． データの収集，評価と理解を確実にするために，IEP チーム全体の責任は明確に定

義付けられるべきである。 

２． 収集されるデータは IEP チームが特定した子どもの具体的な成果に関するものであ

り，それは子どもの目標に関連するものである。 

３． 有効性の評価は子どものパフォーマンスと成果における変化の量的・質的計測を含

む。 

４． 有効性は自然発生的・組織的活動の活用場面（environments）を通じて評価される。 
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５． IEP チームは，子どもの成果の分析と，アシスティブ・テクノロジーの使用に好影

響，もしくは悪影響を及ぼす要因を特定し，必要な変更について決定するためにデ

ータを収集する。 

６． 子どものアシスティブ・テクノロジー・サービスと教育プログラムへの変更は，子

どもの成果の向上のために変更が必要であると，評価データが示した場合に施す。 

７． 有効性の評価は大胆かつ即効性のある継続的なプロセスであり，定期的に見直され

る。 

ところで，評価は，いくらでも詳しくすることができると思われますし，いくら時間をか

けても十分ではないかもしれません。しかし，大切なのは個別の指導計画や個別の教育支援

計画に記述された内容を評価して，次の個別の指導計画へと繋げることのできる評価の内容

であって，際限のない負担は無用と思われます。 

さて，それでは，次の章において，具体的なアシスティブ・テクノロジーの活用事例を詳

しく見ていきましょう。本冊子は，ケースブックですので，是非，１例ずつ，丁寧に読み進

んで頂きたいのですが，読者の方が特別に興味がある支援機器や障害種別などがあれば，巻

末の支援機器から事例を探すことのできる索引表からご覧下さい。 

また，本冊子は，「ねらい」に述べたように国立特別支援教育総合研究所の専門研究A「障

害の重度化と多様化に対応するアシスティブ・テクノロジーの活用と評価に関する研究（平

成 21 年～平成 22 年度）」による研究の成果を分かりやすくまとめた内容になっています。

さらに詳しく内容を知りたいと思われる方は，是非，研究成果報告書をご覧下さい。 

 

報告書URL（http://www.nise.go.jp/cms/7,0,32,142.html） 
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第３章 アシスティブ・テクノロジー活用事例 

 

あらまし：さて，第３章は，アシスティブ・テクノロジーの活用事例です。ここでは先進

校と思われる学校から 49 の事例を紹介していきます。記述にあたっては，アシスティブ・

テクノロジー導入の具体的な検討方法，個別の指導計画，個別の教育支援計画に関する情報

が得られること，さらに，それぞれの事例について，テクノロジーが持つ「障害に基づく困

難の改善・克服への効果」と「教育目標達成への効果」に分けて分類ができることなどを念

頭に置いて活用事例フォーマットを決定しました。このフォーマットの検討にあたっては，

第２章の報告の後半に記述した「活用事例を体系的に整理する枠組み」をもとに，研究協議

会において決定したものです。この枠組に沿って活用事例が報告されますが，それぞれの事

例によっては，分量の違いや，記述ができない事項があるなどの状況が見られます。 

 

見出し語：アシスティブ・テクノロジー，活用事例，「障害に基づく困難の改善・克

服への効果」，「教育目標達成への効果」，個別の指導計画，個別の教育支援計画，選定

方法，効果と評価 
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第１節 はじめに 

本章にあるアシスティブ・テクノロジー活用事例を収集するにあたって，以下のような手

続きを用いました。 

まず，平成 20 年 1 月に実施した特別支援学校における支援機器等の保有状況・利用状況

実態調査結果データ並びに，国立特別支援教育総合研究所特別支援教育実践研究課題データ

ベースより，優れた実践を行う学校の中から研究協力機関として参画を依頼し，承諾を得ら

れた学校を中心として協力を依頼しました。これらの学校へ活用事例の提供を依頼したので

すが，活用事例の選定にあたっては，新たに実施するものでなくて良いこと，かつ斬新さよ

り，その障害種別に典型的な事例が望ましいこととしました。 

このため，まず，各研究協力機関とパートナー機関に依頼して以下のような情報を収集し

ました。１．これまでの実践においてアシスティブ・テクノロジーを活用した事例，２．現

在実施している，あるいはこれから実施を予定しているアシスティブ・テクノロジーの活用

事例，３．研究会や，他の学校を含めてアシスティブ・テクノロジーの活用実践例について

の事例として，他校，研究会などにおいて発表のあった事例などです。 

その結果，次に，列挙するような事例候補が得られました。 

第２節 研究協力機関等から得られた活用事例のテーマの候補一覧 

１． 貴校におけるこれまでの実践においてアシスティブ・テクノロジーを活用した例（学

校で過去に利用したアシスティブ・テクノロジーについて，実践報告があれば，そのタ

イトルを，また，もし，特定の機器を使った経験がある場合には，その経験について簡

潔なタイトルでお教え下さい。） 
(1) 全盲の生徒を対象に，スクリーンリーダを活用してコンピュータの操作(Windows 基本操作，メ

ールの送受信，ホームページの閲覧など)を行わせた事例（愛媛県立松山盲学校） 

(2) ロービジョンの生徒を対象に，画面配色設定の変更，画面拡大ツール，マウスカーソルを見やす

くするツールなどを活用してコンピュータの操作(Windows 基本操作，メールの送受信，ホーム

ページの閲覧など)を行わせた事例（愛媛県立松山盲学校） 

(3) インテリキーを活用したグループウェア掲示板書き込み支援（滋賀大学教育学部附属特別支援学

校） 

(4) 簡単キーボード（デカ文字）を活用したグループウェア掲示板書き込み支援（滋賀大学教育学部

附属特別支援学校） 

(5) VOCAによる職員室入室時の挨拶支援‒入室時と退室時の挨拶の違いの理解へ-（滋賀大学教育学
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部附属特別支援学校） 

(6) 保健室VOCAで，要求を伝える支援（滋賀大学教育学部附属特別支援学校） 

(7) VOCAで「給食できました」報告支援（滋賀大学教育学部附属特別支援学校） 

(8) 個に応じたユーザ補助機能の設定（マウス機能のクリックロックやキーボード機能の固定キーな

ど）やコピーや保存などの操作時におけるショートカットキーの積極的利用を促した事例（筑波

大学附属桐が丘特別支援学校） 

(9) 場面緘黙児の高等部生徒に対して，アウトプット手段の１つとしてトーキングエイドを使用し，

他者との音声も含めたやりとりを通じて，緊張の緩和や話し言葉の積み重ねをねらった指導の経

験（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(10) 上肢機能に不自由さがみられ作図が困難な生徒に，作図ソフトを利用して図形学習を行った事例

（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(11) 骨肉腫でひざが曲がらなくなった生徒に，足踏式自転車で通学ができることを目的とした事例

（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(12) 重度重複生徒の「ＶＯＣＡ」を使ったコミュニケーションを高める事例（北海道八雲養護学校） 

(13) 筋ジス(ＤＭＤ)の高等部生徒が「ワンキーマウス」を用い，パソコンが使用できるようになった

事例（北海道八雲養護学校） 

(14) 筋ジス(ＤＭＤ)の高等部生徒がレゴのロボットアームを複数用いた巨大アート制作（北海道八雲

養護学校） 

(15) ネットワークの無線ＬＡＮ化と児童生徒にノートパソコンを割り当て，学校・病院いずれでもイ

ンターネットを使用できる環境を作った事例（北海道八雲養護学校） 

(16) 余暇活動の広がりを目指した取組－パソコンの基本的な操作を習得し，活用した実践から－（筑

波大学附属久里浜特別支援学校） 

(17) VOCAを使用することで友達同士のコミュニケーションを促した実践（筑波大学附属久里浜特別

支援学校） 

(18) VOCAを使用することで，一人で自立的に役割活動に取り組むことが目指した実践（筑波大学附

属久里浜特別支援学校） 

(19) タイムタイマーやデジタルタイマーなどのタイムエイドを使用することで，活動のはじまりと終

わりや，活動の切り替えを視覚的に提示した実践（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(20) ＭＤデッキを使用し，活動の始まりや切り替えを音を手掛かりに自立的に行動することを促した

実践（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(21) PCの基本操作の習得を目指した実践（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(22) 携帯電話のメール機能（音声表出）を利用して，要求手段としている実践（筑波大学附属久里浜

特別支援学校） 

(23) 儀式における次第や校長の話をプロジェクターを使用して，視覚的に提示している実践（筑波大
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学附属久里浜特別支援学校） 

(24) 脳性麻痺の児童を対象として，改造したゲームコントーラーを操作し好みの映像をパソコン画面

で視聴した活動事例（群馬県立二葉養護学校） 

(25) 聴覚障害を伴った運動障害の児童を対象に，タッチパネルモニターを活用して動画選択の学習を

促した実践事例（群馬県立二葉養護学校） 

(26) 重度の知的障害を伴う重い肢体不自由の児童を対象に，スイッチの形状や配置を工夫して探索活

動を促した実践事例（群馬県立二葉養護学校） 

(27) 「帰りの会」での振り返り場面でデジタルカメラの画像や動画を使うことで，発表することがで

きるようになった事例（香川大学教育学部附属特別支援学校） 

(28) 給食場面で，VOCAを使い，10 秒間噛んで食べることができるようになった事例（香川大学教

育学部附属特別支援学校） 

(29) 生活単元学習で，生徒がパソコンのプレゼンテーションソフトによる説明場面を取り入れること

で，授業に積極性が引き出された事例（香川大学教育学部附属特別支援学校） 

(30) 調理方法の説明を動画によって行うことで，調理への意欲が高まった事例職業・家庭科（香川大

学教育学部附属特別支援学校） 

(31) 携帯電話のタイマー機能を活用することで，掃除や着替え，歯磨きでの，行動の切り替えがスム

ーズになった事例（香川大学教育学部附属特別支援学校） 

(32) PDAを使って行事での発表を行ったり，余暇を広げたりした事例（香川大学教育学部附属特別支

援学校） 

(33) アクティブボードを使って，効果的な学習の振り返りをめざした事例（香川大学教育学部附属特

別支援学校） 

(34) コミュニケーションブックを活用してコミュニケーションの相手を広げてきた事例（香川大学教

育学部附属特別支援学校） 

(35) 免許取得に向けて，ipodtouch を使って学習に取り組んでいる事例（香川大学教育学部附属特別

支援学校） 

(36) ipodtouch の機能（音楽，写真等）を使って，余暇を広げることをねらいとした事例（香川大学

教育学部附属特別支援学校） 

(37) VOCAを使って，行き先を伝えられるようになった事例（香川大学教育学部附属特別支援学校） 

(38) VOCAを使って交流学習での自己紹介を行うことができるようになった事例（香川大学教育学部

附属特別支援学校） 

(39) VOCAを使って，朝の会などの司会の役割を担うことができるようになった事例（香川大学教育

学部附属特別支援学校） 

(40) VOCAを使って要求や拒否，報告などのコミュニケーションの向上をめざした事例（香川大学教

育学部附属特別支援学校） 
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(41) キッチンタイマーのセットの依頼を自発的に行うことが家庭場面でもできるようになった事例

（香川大学教育学部附属特別支援学校） 

(42) ラジカセを使って「お片付け」のBGMを流す役割活動を担うことができるようになった事例（香

川大学教育学部附属特別支援学校） 

(43) トーキングエイドを使用して，語い学習の導入に取り組んでいる事例（筑波大学附属久里浜特別

支援学校） 

(44) 発語の困難な児童に，発語の代替としてビックマックに録音した教師の言葉を用いて，友達に問

いかけることを促している事例（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(45) スーパートーカーを使用して，朝の会で友達の名前を呼名する実践（筑波大学附属久里浜特別支

援学校） 

(46) タイムタイマーを使用して，活動時間（畑作業）の見通しをもって取り組むことを目指した実践

（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(47) キッチンタイマーを使用することで，時間を意識して着替えに取り組むことを目指した実践（筑

波大学附属久里浜特別支援学校） 

(48) タイムタイマーを使用することで，給食の終了時間に気付くことを目指した事例（筑波大学附属

久里浜特別支援学校） 

(49) 携帯電話のメール機能を使用することで，要求を伝えるなどのコミュニケーションを円滑にする

ことを目指した事例（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(50) パソコンでの文字入力の習得を目指した取組（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(51) パワーポイントを活用した音楽の授業楽譜の理解を促す取組（筑波大学附属久里浜特別支援学

校） 

(52) パワーポイントを活用した儀式的行事の取組（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(53) PIC シンボルを用いた LLブック制作の試み（シンボルを利用し読みの支援，語彙の理解を図っ

た実践）（大阪府立茨木支援学校） 

(54) パワーポイントと改造マウス・スイッチを利用し，国語の授業で電子絵本活用した実践（大阪府

立茨木支援学校） 

(55) 上肢の動きに制限のある肢体不自由高等部生徒を対象にしたインテリキーでインターネット利

用，文書作成を目的とした事例（長野県稲荷山養護学校） 

(56) 上肢の動きに制限のある肢体不自由高等部生徒を対象にした食事介助機器，マイスプーンを活用

して自分で食事できることを目的とした事例（長野県稲荷山養護学校） 

(57) 知的障がいと上肢の動きに制限のある肢体不自由高等部生徒を対象に，絵カードをマトリクス上

に並べるタイプのVOCAを用いて学級会の司会ができることを目指した事例（長野県稲荷山養

護学校） 
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２． 現在実施している，あるいはこれから実施を予定しているアシスティブ・テクノロジー

の活用事例 

(1) 視覚障害と聴覚障害を併せ持つ生徒に対し，スクリーンリーダと点字ディスプレイを併用して利

用することで，操作性や正確性を向上させる事例（愛媛県立松山盲学校） 

(2) 予後の悪いロービジョンや重度のロービジョンに対して，画面利用支援ソフトからスクリーンリ

ーダへのスムーズに移行することを支援する事例（愛媛県立松山盲学校） 

(3) 携帯電話掲示板を活用した就労移行支援の取り組み（滋賀大学教育学部附属特別支援学校） 

(4) PSP ナビを活用した，町探索支援-社会科での地図記号学習がいきた事例-（滋賀大学教育学部附

属特別支援学校） 

(5) プレゼンテーションソフトを活用した卒業式での見通し支援（滋賀大学教育学部附属特別支援学

校） 

(6) グループウェア掲示板による，遠隔協働学習-ゴーヤープロジェクト- （滋賀大学教育学部附属特

別支援学校） 

(7) iPod や PSPを活用した，儀式行事等への参加支援（滋賀大学教育学部附属特別支援学校） 

(8) 「e-黒板」を活用した，人権学習（滋賀大学教育学部附属特別支援学校） 

(9) 重度・重複の児童を対象に，スイッチなどを使い，自分の意思やタイミングで，絵本や紙芝居，

機器の操作やおもちゃなどを楽しむ（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(10) 上肢機能が不自由さがみられたり，図形をイメージすることが難しい生徒に，作図ソフトを利用

した指導（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(11) 軽度の脳性まひの生徒に，足踏式自転車で移動範囲を広げる事例（筑波大学附属桐が丘特別支援

学校） 

(12) レゴ社のマインドストームを使用した教材の開発・検討（筑波大学附属桐が丘特別支援学校） 

(13) 筋ジス(ＤＭＤ)の高等部生徒の音楽バンド等でドアチャイムを改造した打楽器装置を使い，ドラ

ムを足先でジェリービーンスイッチを押して叩く事例（北海道八雲養護学校） 

(14) 筋ジス(ＤＭＤ)の高等部生徒で，トラックボールを使いパソコンにて大学受験をする事例（北海

道八雲養護学校） 

(15) 教科書や参考書等のデジタル化(スキャナー)で自学自習できる環境作り，授業での活用（北海道

八雲養護学校） 

(16) Webカメラを用い，Skype を使った交流活動(ベッドサイド，他校)事例 （北海道八雲養護学校） 

(17) Apple ipod touch を用いた楽器やその他入力に関すること（北海道八雲養護学校） 

(18) トーキングエイド，ニンテンドーＤＳi ソフト「あのね」を使い，単語の文字入力ができるよう

になってきているので，児童のコメントや要求の手段となるように取り組む事例（筑波大学附属

久里浜特別支援学校） 

(19) タイムエイドを用いることで，時間の感覚を身につけさせていく事例（筑波大学附属久里浜特別
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支援学校） 

(20) Wii やポータブルオーディオなどの使用方法を学習することで，余暇の充実を図っていく事例（筑

波大学附属久里浜特別支援学校） 

(21) ひらがなによる単語構成ができるようになったので，トーキングエイドの活用を促進する事例

（筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(22) 買い物学習や校外学習の後，デジタルフォトフレームを活用し，振り返り学習をする事例（筑波

大学附属久里浜特別支援学校） 

(23) 重度知的障害を伴う脳性麻痺の児童を対象に，タッチパネルタイプのシンセサイザー(KORG 

Kaossilator)を活用して探索活動を促した実践事例（群馬県立二葉養護学校） 

(24) 症状が進行した筋疾患の生徒を対象に，写真撮影補助装置を活用して自力でデジタルカメラの撮

影を楽しむことなどねらいとした実践事例（群馬県立二葉養護学校） 

(25) 重い肢体不自由の児童を対象として，スイッチ操作（ビッグスイッチ，全方向スイッチ等）で振

動マット（AC電源コントローラーを介して）を動かし楽しむことで能動的な活動を促した実践

事例（群馬県立二葉養護学校） 

(26) 症状が進行した筋疾患の児童を対象として，自発的に動かせる可動部位（手指）でのスイッチ操

作で，バギーに連結した電動の乗り物を動かし自ら移動する経験を促した活動事例（群馬県立二

葉養護学校） 

(27) マイコンボード（Arduino）を活用した教材の開発と活用（群馬県立二葉養護学校） 

(28) シンボル（PIC）用いた時間割の説明とカードの受け渡しによる自発的な活動を促す朝の会（小・

中・高等部へと指導の引き継ぎ・継続がなされた事例）（大阪府立茨木支援学校） 

(29) シンボル（PIC）カードの提示，受け渡しを通して指示の理解を促した日常生活 指導（中学部・

高等部へと指導の引き継ぎ・継続が行われた事例）（大阪府立茨木支援学校） 

(30) シンボルカードの受け渡しによる要求の表出を促した指導（大阪府立茨木支援学校） 

(31) 絵本の LL（Låttlåst）ブック化（文章にシンボルを添える）による語彙の理解等の 国語能力の

向上を目指した指導（大阪府立茨木支援学校） 

(32) シンボルを用いたスケジュール管理の指導（大阪府立茨木支援学校） 

(33) ビッグマックと電源リレー等を用いておもちゃなどを動かし自発的な動きを引き出す指導（大阪

府立茨木支援学校） 

(34) ビッグマックを利用した遊びを通してコミュニケーションの基礎を育てる指導（大阪府立茨木支

援学校） 

(35) ビッグマックを絵本を利用し場面（ストーリー）に応じた活動を促す指導（大阪府立茨木支援学

校） 

(36) スーパートーカーを利用した行事などへの参加意識を持たせる指導（大阪府立茨木支援学校） 

(37) ビッグマック，スーパートーカーを利用した当番活動を行わせる指導（大阪府立茨木支援学校） 



 

32 

(38) ステップバイステップ，スーパートーカーを利用し出てくる音楽やメッセージを楽しむクラス活

動の指導（大阪府立茨木支援学校） 

(39) スーパートーカーを利用し，絵とことばのマッチングと選択行動の表出を促す指導（大阪府立茨

木支援学校） 

(40) 電子ドラムを用いた興味関心を自発的な動作を引き出す指導（大阪府立茨木支援学校） 

(41) グリップスイッチ，ドライヤーなどを利用し，目的を持ってスイッチを使うことを目指した指導

（大阪府立茨木支援学校） 

(42) 外部スイッチで動くようにしたラジコンカーを利用しお手伝い活動をさせる指導（大阪府立茨木

支援学校） 

(43) ビッグスイッチと音の出るおもちゃを利用し，ものの関係性を理解させる指導（大阪府立茨木支

援学校） 

(44) ステップバイステップを学習内容の振り返えり（復習）に用いた指導（大阪府立茨木支援学校） 

(45) プロジェクターと改造マウス（外部スイッチが使えるようにしたマウス）を利用し，ゲームに参

加させる（余暇活動）指導（大阪府立茨木支援学校） 

(46) 前腕の挙上が困難な筋ジストロフィーの生徒に，トラックボールとスクリーンキーボードの併用

により文字入力の支援を行った指導（大阪府立茨木支援学校） 

(47) 前腕の挙上が困難な筋ジストロフィーの生徒に，キーボード上を手を挙げずに移動させるために

キーガードを使用し，キーボード操作の支援を行った指導（大阪府立茨木支援学校） 

(48) 手指の拘縮の強い脳性麻痺の生徒に，ジョイスティック型マウスと固定キーの併用により，コン

ピュータ操作の負担軽減のための指導（大阪府立茨木支援学校） 

(49) 視機能に困難のある脳性麻痺の生徒（高３）に，ローマ字入力用のキーボード（ひらがなの表記

が無く，モノトーンのコントラストの強いデザインのもの）を使用することにより，キーボード

操作の負担軽減と文字入力速度の向上のための支援を行った指導（大阪府立茨木支援学校） 

(50) 改造マウスを利用し，自発的な行動を促すともに，場面に応じてスイッチが押せるようになるこ

とを目指した指導（大阪府立茨木支援学校） 

(51) カセットデッキと外部スイッチを利用し，自発的な働きかけを促す指導（大阪府立茨木支援学校） 

(52) 実態に合わせ，ローマ字入力用キーボード，ひらがな入力用キーボードを使い分けてることによ

り文字入力時の負担軽減を行った指導（大阪府立茨木支援学校） 

(53) 改造マウスを利用し電子絵本を利用できるようにする指導（大阪府立茨木支援学校） 

(54) 上肢の動きに制限のある肢体不自由の小学部児童にトラックボールマウスを利用して，ATOKク

リックパレットで文字を選択して，文章を書く練習をしている事例（長野県稲荷山養護学校） 

(55) 重度重複障がいのある小学部児童を対象に，電動小型バイクを車いすに連結して，自らのスイッ

チ操作で動く楽しさを学習している事例（長野県稲荷山養護学校） 
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３． 研究会や，他の学校を含めてアシスティブ・テクノロジーの活用実践例についての事

例 
(1) デジタルペンを活用した子どもの書字の解析（東大先端研）（推薦：筑波大学附属久里浜養護学校

大学附属桐が丘特別支援学校） 

(2) 音声入力がスイッチとして利用できるパソコンソフトの利用（推薦：北海道八雲養護学校） 

(3) ベッドサイド学習の児童生徒が，ＷＥＢカメラを使ったストリーミング配信や双方向通信の事例

（推薦：北海道八雲養護学校） 

(4) 併設の国立病院機構八雲病院で当事者による支援機器の評価を行っておりそれらの活用(レッツ

チャット，携帯電話補助等)（推薦：北海道八雲養護学校） 

(5) ＰＳＰを活用したコミュニケーション（ＰＥＣＳなど）（推薦：筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(6) PowerPoint を活用した学習事例 ATACカンファレンス 2008 京都「パワーポイントで生まれる

教材」（推薦：筑波大学附属久里浜特別支援学校） 

(7) 長野県飯田養護学校 学校行事等の音楽や映像がタッチパネル式のモニタに触れることで再生さ

れ，それをコミュニケーションの機会として活用している事例（推薦：長野県稲荷山養護学校） 
 

第３節 活用事例のフォーマットと事項の説明 

アシスティブ・テクノロジーの活用事例について，導入の根拠と具体的な検討方法，関連

する個別の指導計画，個別の教育支援計画に関する情報を整理するために，次のようなフォ

ーマットを決定しました。 
１． タイトル 

対象，目的，方法，期間などが読み取れるタイトルです。 
２． 事例の対象となる児童生徒について 

年齢，性別，障害やニーズ，検査結果など必要と思われる範囲で記述します。（研究

協議会における事例資料の配布を含め，個人情報の保護について留意します。特に，

希少疾患などは，病名を記述すると，学校や地域が限定されることで，対象児童生

徒が特定される可能性があるためです。） 
３． 使用する機器（支援機器）名称と特長 

支援機器の名称については，活用事例に取り上げるべき機器については，必要に応

じて「映像マニュアル」研究報告書にある機器などを参考とします。 
４． 使用した機器を選定した理由 

支援機器の活用に至った動機や期待を記述します。明確な理由が書きにくい場合に

は，その支援機器を選定した動機や期待した効果を含めて記述します。 



 

34 

５． 選定のプロセス 

支援機器の選定の過程について記述します。使用機器やその使い方などについての

検討方法（検討チームや手法など）についても記述します。 

６． 個別の指導計画と個別の教育支援計画 

個別の指導計画等について記述します。 
７． 指導の内容 

指導期間，場所，人数，学級構成，教科，単元，内容，ねらい，教師の支援の在り

方，実際の支援機器等の使い方について記述します。指導略案があれば添付します。 
８． 支援機器の使用効果あるいは，指導の効果と支援機器の評価 

支援機器の使用効果について記述します。その評価手法については，評価指標や到

達度を含めて記述します。さらに定量的な記述に加えて，指導者の印象や児童生徒

の様子など，さらに満足度のような主観的な評価を含めて記述します。 
９． まとめと今後の課題 

全体のまとめと課題について記述します。その際に，今後，同様の指導を行う者の

参考となる実践のポイント，配慮などを含めて記述します。 

 

第４節 活用事例一覧（コラムを含む。） 

次ページより，現時点において，わが国の先進的と理解される学校における事例 49 件を

報告します。 
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第４章 さらに進んだ実践のために 

－まとめにかえて－ 
 

さらに進んだ実践のために，アシスティブ・テクノロジーの導入は，どのように行って

いくべきなのでしょうか。この章では，米国のQAIT という指標を紹介します。 

QIAT: Quality Indicators for Consideration of Assistive Technology という「高品質な

アシスティブ・テクノロジーを考えるための指標」です。大切と思われる部分を抜粋して

まとめると，以下のようになります。 
 

１． 子どもの障害の種類や程度によらず，全ての子どもについて AT ニーズを検討すること 

２． チームで協働して AT ニーズを検討し，その実施や評価においても，きちんと責任を分

担すること 

３． チームメンバーは AT に関する十分な知識を持つことに加えて，自分たちの知識の範囲

を超える AT ニーズについては，自分たちだけで解決するのではなく，外部に知恵を求

める体制を作っておくこと 

４． ある特定の領域，例えば ADL の向上に限定して AT を使うのではなく，教科，生活面な

ど全ての領域における AT ニーズを検討すること 

５． その際には，その子どもと，その子のカリキュラムと IEP のゴールに沿った目標によ

り，かつ，実際の生活場面を意識して情報収集，検討を行うこと 

６． 入手可能な AT のみや，自分の知っている AT について検討するのではなく，障害によ

る困難を克服するために必要な，あらゆる AT を視野に入れて検討すること．例えば，

Low-tech から High-Tech まで 

７． AT ニーズの検討過程や検討結果については，ドキュメントを作成して IEP とともに保

存して，進級や進学において等，担当が変わる際には継続されるようにすること 

８． AT 使用にあたっては，定量的な指標を設定し，データに基づいた評価によってモニタ

ーし，再評価の必要が生ずれば速やかに実施すること 

９． 生徒や保護者，スタッフへの説明や研修，機器の管理やメンテナンスなども，AT サー

ビス実施の一部分であること 

QIAT より抜粋 

  

第３章に紹介した活用事例などにおいても，現実は，学校に備え付けてある，あるいは
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学校で入手可能なデバイスを，試しに使ってみるといったところが多いのではないでしょ

うか。理想的には，上記の指標を満足するような手続きやシステムの構築が期待されます。 

A Story 

Ron は５年生です。知能は標準より高いのですが，学習障害があります。図と地の関

係が捉えられず，視覚走査(visual tracking)に困難があります。このため，Ron の読みの

レベルは２年生の水準にとどまっています。Ron は，５年生になってから，通常のワード

プロセッサーを使ってみましたが，タイプした文字が読めずに，あきらめました。Ron の

家族と担任は，Ron は読みに関しては視覚障害とおなじであると合意しました。 

この秋，Ron の個別指導計画のチームは，来年に向けて，特別な教育に関する検討を

行いました。今年は，IDEA97 が執行されるので，去年の個別指導計画とは違った内容に

なります。新たにできた特別な検討を要する項目である「行動問題」，「代替言語指導」，

「点字」，「代替コミュニケーション」，「個別移行計画」には該当しないと合意されました。 

続いて，ここが問題の箇所です。個別指導計画には“アシスティブ・テクノロジーは

必要ですか”，それとも“ここでは考えなくてもよいですか”，という問いにあたりました。

さて，Ron の個別指導計画のチームのメンバーは，困ってしまいます。Ron のおかあさん

と６年生の担任は，だれか，アシスティブ・テクノロジーについて説明してください，と

いいました。すると Ron のリソースルーム担当教員が，アシスティブ・テクノロジーと

は「個々の障害児者の”特定の課題実行・活動能力“を拡大させたり，保持したり，また

改善させるために用いられる，ありとあらゆるアイテムや装備品，システム製品であり，

それらは，店頭の市販品であったり，または，それを改造したり，カスタマイズしたりし

て入手される」ものであり，Ron のような場合には，たとえば，支援のためのさまざまな

ソフトウェアがついたコンピュータや携帯式のワープロが，それにあたることを説明した。 

Ron のおかあさんは，その意味を理解したので，息子の可能性について考えて興奮気

味であった。実は，前にあるテレビ番組で，音声入力機能つきのコンピュータを見たこと

があったからだった。Ron が使うことを考えたが，学校がそんなモノを買ってくれるのか

どうか疑問だったことを思い出した。このチームの何人かは，この機械について，どこか

で聞いたことはあったが，だれも詳しい人はいなかった。 

個別指導計画のミーティングは，これで終わってしまった。 
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この例は，先に紹介したＱＩＡＴの紹介の中で，示している不十分なアシスティブ・テ

クノロジー検討例です。ここに登場するRon と言う子どもの個別教育計画の立案の様子で

す．米国では，個別障害児教育法（IDEA97）以来， IEP のチームが，その子のアシステ

ィブ・テクノロジーについてのニーズを検討することが義務付けられていますが，現在で

も十分に自信を持ってこれを行っている学校は数割に止まっているようです。この分野で

は先進国のアメリカですが，まだまだ現実は，厳しいようです．内容は，滑稽とも言えま

すが，思わず，同感する方も多いのではないでしょうか。さて，ここで，QIAT のリスト

を思い出して，考えてみましょう。 

 

「実はこの学区のQIAT: Quality Indicators for Consideration of Assistive Technology

が届く前に，この個別指導計画立案のミーティングが終わってしまったのであった。そこ

で，さっそくコピーを配り，再度，そこにある七つのアイテムを検討することにした。 

QIAT の第一は「個別指導計画立案チームは，アシスティブ・テクノロジーに関する決

定をするにあたって，保護者・当事者に対して説明責任がとれるだけの知識と技能をもつ

こと。」であった。これを読んだチームメンバーは，すぐに，きちんとした説明責任による

決定をする前に，もっと勉強すべきであったと気づいた。そこで，音声入力機能のコンピ

ュータに詳しい人にコンタクトを取ることと，それを操作するためには，どのような技能

が必要かを調べることにした。 

QIAT には，ほかに「アシスティブ・テクノロジーの機能は，ハイテクからノンテクま

で，またさまざまなものがあり，それらを十分に検討，あるいは試してみること。」であっ

た。チームメンバーは，これを読んで，Ron がこれまで，通常のワープロしか，試してお

らず，限定的であったことを反省した。リソースルームの担当者は，そういえば学習障害

の場合に使われるソフトウェアには，Ron に試させようとは思ってもみなかったものが，

多くあることを思い出した。 

・（中略）・・・ 

最終的に個別指導計画には，アシスティブ・テクノロジーのアセスメントを実際に行う

ことを明記することにした。具体的な実施計画を決めて，二ヵ月後において，もし，アシ

スティブ・テクノロジーが必要であれば，Ron の個別指導計画に書き込むことを確認した。」 
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いかがでしょうか．QIATでは，この他に以下のような指標を提案しています。 
 

１．アシスティブ・テクノロジーのニーズのアセスメントにおける指標 

２．ＩＥＰのためのアシスティブ・テクノロジーの書類作りにおける指標 

３．アシスティブ・テクノロジーの適用・実施における指標 

４．アシスティブ・テクノロジーの効果についての評価における指標 

５．個別の移行計画におけるアシスティブ・テクノロジーにおける指標 

６．教育委員会等におけるアシスティブ・テクノロジーの施策と予算における指標 
 

これらは，本ケースブックを作成する元になっている研究「障害の重度化と多様化に対

応するアシスティブ・テクノロジーの活用と評価に関する研究（平成 21 年～平成 22 年度）」

研究成果報告書の中に日本語訳を掲載しています。QIAT並びに SETTの資料の翻訳にあ

たってはQIATコンソーシアムの先導者であり，SETTフレームワークの開発者であるJoy 

Zabala 博士（現 CAST: Center for Applied Special Technology の技術支援部長）よりご快

諾を頂いています。ここに感謝申し上げます。 

 

さらに，もう一つのツールを紹介しておきたいと思います。それは，個別教育計画（IEP）

において，アシスティブ・テクノロジーの選定や導入の内容を決定するためのツールです。

SETTフレームワーク（Zabara, 1993; 2002 など）です。米国で開発されたツールですが，

これを日本語で利用できるようにした例（大杉, 2009）があります。SETT は，

Student-Environment-Task-Tool の頭文字をとったもので，障害の補償のみならず，その

人を行うべき活動や，それを取り巻く環境や背景にある因子を，一つの系として，チーム

で，アシスティブ・テクノロジーを導入して行こうとするものであり，新学習指導要領に

ある ICFの考え方に重なる部分があると思われます。 
 

なお，以下は，報告書やケースブックで参考にした文献などです。 

(1) 全国特殊教育学校長会（2005）.盲・聾・養護学校における「個別の教育支援計画」

―平成 16 年度文部科学省委嘱「盲・聾・養護学校における『個別の教育支援計画』

に関する調査研究事業」(報告書).ジアース教育新社 

(2) e‐AT 利用促進協会（2003）.詳解 福祉情報技術〈1〉障害とテクノロジー編―福
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祉とテクノロジーの共存をめざして.ローカス 

(3) e‐AT 利用促進協会（2003）.詳解 福祉情報技術〈2〉生活を支援する技術編―福

祉とテクノロジーの共存をめざして.ローカス 

(4) 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（2008）.季刊 特別支援教育 NEXT67 

NO.29.東洋館出版社 

(5) 山岡修・内藤孝子・井上育世（2008）.ビジュアル版 LD，ADHD，高機能自閉症

等の発達障害向けの教材・教具の実証研究報告書.全国 LD親の会 

(6) マジカルトイボックス（2007）.障がいのある子の力を生かすスイッチ製作とおもち

ゃの改造入門.明治図書出版 

(7) マジカルトイボックス（2005）.アイデア&ヒント 123―障がいの重い子の「わかる」

「できる」みんなで「楽しめる」.エンパワメント研究所 

(8) 中邑賢龍（1998）.AAC入門－拡大・代替コミュニケーションとは？.こころリソー

スブック出版会 

(9) 千田耕基（2006）.文部科学省委託研究 盲・聾・養護学校における特殊教育設備整

備の在り方に関する調査研究 研究報告書.独立行政法人国立特殊教育総合研究所 

(10) 大杉成喜（2005）.特別支援教育のための「ちょいテク」支援グッズ 36.明治図書出

版 

(11) 中邑賢龍（2007）.発達障害の子どもの「ユニークさ」を伸ばすテクノロジー.中央法

規出版 

(12) 坂井聡（2009）.ケータイで障がいのある子とちょこっとコミュニケーション.学習研

究社 

(13) 藤澤和子・槇場政晴・岡田さゆり（2007）.あそんでつくってコミュニケーション!

―PICシンボルとJIS絵記号を活用した特別支援教育のための教材集.エンパワメン

ト研究所 

(14) 朝野浩・成田滋（2009）.新しい個別の指導計画 e‐iep―保護者中心の支援の輪.ジ

アース教育新社 

(15) こころリソースブック編集会（2000）.視点は始点.こころリソースブック出版会 

(16) ATAC カンファレンス事務局（2001）.ATAC カンファレンス 2002 テキスト～.こ

ころリソースブック出版会 



 

166

(17) ATAC カンファレンス事務局（2003）.ATAC カンファレンス 2003 資料集.ATAC

カンファレンス事務局 

(18) ATAC カンファレンス事務局（2004）.ATAC2004 Proceedings ～気持ちを shift

して見えたもの～.ATACカンファレンス事務局 

(19) ATACカンファレンス事務局（2005）.ATAC2005 ～電子情報支援技術(e-AT)とコ

ミュニケーション（AAC)に関するカンファレンス～.ATACカンファレンス事務局 

(20) ATACカンファレンス事務局（2006）.ATAC2006 ～電子情報支援技術(e-AT)とコ

ミュニケーション（AAC)に関するカンファレンス～.ATACカンファレンス事務局 

(21) ATAC カンファレンス事務局（2007）.ATAC2007 Proceeding ～電子情報支援技

術(e-AT)とコミュニケーション（AAC)に関するカンファレンス～.ATACカンファ

レンス事務局 

(22) ATACカンファレンス事務局（2008）.ATAC2008 ～電子情報支援技術(e-AT)とコ

ミュニケーション（AAC)に関するカンファレンス～.ATACカンファレンス事務局 

(23) ATAC カンファレンス事務局（2009）.ATAC2007 Proceeding ～電子情報支援技

術(e-AT)とコミュニケーション（AAC)に関するカンファレンス～.ATACカンファ

レンス事務局 

(24) 中央教育審議会（2008）.幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善について（答申）.中央教育審議会 

(25) 文部科学省（2008）.特別支援学校学習指導要領.文部科学省 
 

（了） 



アシスティブ・テクノロジー活用事例一覧

事例番号 Keywords タイトル 機関名

事例番号1
自閉症，知的障害，主体的活動，校外学習，特別活
動，交通機関，歩行，ナビゲーション，障害に基づ

く困難の改善

ゲーム機ナビゲーションを活用した校
外学習支援

滋賀大教育学部附属特
別支援学校

事例番号2
全学部，知的障害，自閉症，意思表出，保健室，処
置の内容理解，主体的活動，障害に基づく困難の改

善
保健室VOCAで要求を伝える支援

滋賀大教育学部附属特
別支援学校

事例番号3
知的障害，遠隔協同学習，学校間交流，掲示板，国
語，総合的な学習の時間，作業学習，指導目標の達

成

グループウェア掲示板による，遠隔協
働学習　－ゴーヤープロジェクト－

滋賀大教育学部附属特
別支援学校

事例番号4
自閉症，知的障害，VOCA,環境調整，心理的安
定，集団場面への参加，主体性，障害に基づく困難

の改善

iPodやPSPを活用した，儀式行事等へ
の参加支援

滋賀大教育学部附属特
別支援学校

事例番号5
知的障害，携帯電話，Web掲示板，現場実習，高等

部，「学びの共同体」，指導目標の達成
携帯電話Webサイトを活用した移行支

援
滋賀大教育学部附属特

別支援学校

事例番号6
知的障害，電子黒板，黒板への書き込みと併用，高

等部，情報モラル育成，指導目標の達成
e-黒板を活用した，情報モラル育成学

習
滋賀大教育学部附属特

別支援学校

事例番号7
肢体不自由，自転車，足踏み式ペダル，移動手段，
行動範囲の拡大，障害に基づく困難の改善

足踏み式自転車を活用した実践
筑波大学附属桐が丘特

別支援学校

事例番号8
脳性まひ，手の巧緻性，数学，平面図形，作図ソフ

トウェア，障害に基づく困難の改善
数学での図形の作図活動における情報

機器の利用
筑波大学附属桐が丘特

別支援学校

事例番号9
脳性まひ，PC操作，身体への負担軽減，準備時間
の短縮，主体的活動，障害に基づく困難の改善

情報の授業を始めとし，他教科や学校
活動を円滑に進めるための入力機器の
選定について－生徒の主体性を重視し

ながら－

筑波大学附属桐が丘特
別支援学校

事例番号10
脳性まひ，理科，実験観察，視点の制限，視点の操
作，Webカメラ，映像化，障害に基づく困難の改善

理科の実験観察，説明等におけるビデ
オカメラ等の活用

筑波大学附属桐が丘特
別支援学校

事例番号11
脳性まひ，天体観測，方位の特定，付加情報，携帯
端末，抽象的な内容の理解を支援，障害に基づく困

難の改善

天体の指導におけるiPad
（StarWalk）の活用

筑波大学附属桐が丘特
別支援学校

事例番号12
ADHD，知的障害，運転免許，集中力の持続，1問

1問表示，携帯端末，指導目標の達成
ADHD生徒に対して，iPod-touchを活
用した文章問題の取り組み支援

香川大学教育学部附属
特別支援学校

事例番号13
知的障害，現場実習，意思表出，伝えようとする意

欲，シンボル，障害に基づく困難の改善

重度知的障害の生徒に対して，コミュ
ニケーションブックを活用してコミュ
ニケーションの相手を広げてきた実践

香川大学教育学部附属
特別支援学校
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事例番号 Keywords タイトル 機関名

事例番号14
知的障害，自閉症，要求を伝える，一貫した指導，
教員間の共通理解，障害に基づく困難の改善

小学部１年生を対象としたVOCAの導
入段階における配慮事項の検討

香川大学教育学部附属
特別支援学校

事例番号15
自閉症，知的障害，携帯電話，主体的活動，タイム
エイド，保護者と共に，障害に基づく困難の改善

自閉症のある生徒に対しての携帯電話
のタイマー機能を活用した日常生活支

援

香川大学教育学部附属
特別支援学校

事例番号16
筋ジストロフィー，ＰＣ操作，ＱＯＬ，専門家との
連携（作業療法士），障害に基づく困難の改善

筋ジス（DMD）の高等部生徒が「ワ
ンキーマウス」を用い，パソコンが使

用できるようになった事例
北海道八雲養護学校

事例番号17
筋ジストロフィー，ＰＣ操作，入試，ＱＯＬ，専門
家との連携（作業療法士），障害に基づく困難の改

善

筋ジス（DMD）の高等部生徒で「ト
ラックボール・ピボット対応大型ディ
スプレイ」を用い，パソコンにて大学

受験をした事例

北海道八雲養護学校

事例番号18
筋ジストロフィー，インターネット，ＱＯＬ，無線
LAN，学習環境，学校と病棟，障害に基づく困難

の改善

ネットワークの無線ＬＡＮ化と病弱の
児童生徒にノートパソコンを割り当
て，学校・病院いずれでもインター
ネットを利用できるようにした事例

北海道八雲養護学校

事例番号19
筋ジストロフィー，テレビ電話，ベッドサイド，交
流活動，学習環境，学校と病棟，障害に基づく困難

の改善

ＷＥＢカメラを用い，Ｓｋｙｐｅ（テ
レビ電話ソフト）を使った交流活動
（ベッドサイド，校舎）の事例

北海道八雲養護学校

事例番号20
筋ジストロフィー，教科書のデジタル化，パソコ
ン，学習環境，障害に基づく困難の改善，著作権

教科書や参考書等のデジタル化（ス
キャナー）で自学自習できる環境作

り，授業での活用事例
北海道八雲養護学校

事例番号21
筋ジストロフィー，打楽器装置，音楽科，演奏，学

習環境，QOL，障害に基づく困難の改善

筋ジス（デュシェンヌ型／ウール
リッヒ型）の高等部男子生徒の音楽バ
ンド等でドアチャイムを改造した打楽
器装置を使い，足先でジェリービーン
スイッチを押してバスドラムを叩く事

例

北海道八雲養護学校

事例番号22
筋ジストロフィー，座位保持，ポジショニング，
フィッティング，パソコン用スタンド，学習環境，

作業療法士，障害に基づく困難の改善

筋疾患の進行により前傾姿勢での座位
保持が困難になり、パソコンでの学習
が中心になった生徒のための支援機器

の導入

北海道八雲養護学校

事例番号23
筋ジストロフィー，読みにくさ，書きにくさ，オン
ラインストレージ，学習環境，障害に基づく困難の

改善

筋疾患及び神経性疾患の生徒のPrint
Disabilityへの対応策として、オンラ
インストレージの機能がついたフリー
ソフト等を活用した教科指導における

学習支援

北海道八雲養護学校

事例番号24
全盲，中途失明，スクリーンリーダ，インターネッ
ト，新聞記事，辞典，電子メール，PC操作，障害

に基づく困難の改善

中途失明者にスクリーンリーダを使っ
たPC操作環境の構築

愛媛県立松山盲学校

事例番号25
弱視，コントラストポラリティ，最適化，文字サイ

ズ，配色，障害に基づく困難の改善

コントラストポラリティ効果と最適文
字サイズを考慮したPC画面デザイン

の適用
愛媛県立松山盲学校
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事例番号 Keywords タイトル 機関名

事例番号26
弱視，画面拡大ソフト，視認性，操作パフォーマン

ス，障害に基づく困難の改善
視力低下型ロービジョン者に画面拡大

ソフトを適用した事例
愛媛県立松山盲学校

事例番号27
弱視，視認性改善，マウス，定量的評価，障害に基

づく困難の改善

求心性視野狭窄型ロービジョン者への
マウスポインタ視認性改善ツールの適

用
愛媛県立松山盲学校

事例番号28
全盲，点字（ブレールメモポケット），PDA，障

害に基づく困難の改善
全盲生徒における点字PDAの活用 愛媛県立松山盲学校

事例番号29
難聴を伴う全盲，点字ディスプレイ，PC操作，障

害に基づく困難の改善

難聴を伴う全盲生徒に対する点字ディ
スプレイ出力を併用したPC操作環境

の構築
愛媛県立松山盲学校

事例番号30
全盲，難聴，電子式歩行補助具，障害に基づく困難

の改善

手のひらに装着する超音波ビーム振動
式の電子式歩行補助具「パームソ

ナー」を用いた歩行支援
愛媛県立松山盲学校

事例番号31
視覚障害，肢体不自由，タッチパネル，探索活動，

携帯端末，指導目標の達成

視力障害を伴った肢体不自由の生徒を
対象として、タッチパネル式の装置を
使って指先での探索活動を促した事例

群馬県立二葉養護学校

事例番号32
筋疾患，Webカメラ，生活環境，スイッチ，障害に

基づく困難の改善，指導目標の達成

医療的ケアを必要とする進行性筋疾患
の児童がWebカメラを自ら操作するこ
とで生活環境を観察し楽しんだ事例

群馬県立二葉養護学校

事例番号33
筋疾患，電動乗用玩具，スイッチ，障害に基づく困

難の改善，指導目標の達成

症状が進行した筋疾患の児童を対象に
丸形プッシュスイッチで電動乗用玩具
を動かし自発的な移動体験を促した事

例

群馬県立二葉養護学校

事例番号34
脳性まひ，スイッチ，表現活動，演奏，障害に基づ

く困難の改善，指導目標の達成

活動しようとすることで強い緊張が
入ってしまう脳性まひの児童に対し、
バキュームスイッチの活用で表現活動

を支援した事例

群馬県立二葉養護学校

事例番号35
聴覚障害，校内放送，ディスプレイ，視覚情報，緊

急放送，障害に基づく困難の改善

「見える校内放送」：校内に複数設置
したディスプレイに文字や図など視覚
情報を提示し，校内放送やチャイムの

代替を行うシステム

東京都立立川ろう学校

事例番号36
聴覚障害，タイピング練習，漢字の読み誤り，ル

ビ，指導目標の達成
自作ワープロ練習ソフトウエアの障害

に合わせた機能の工夫と成果
東京都立立川ろう学校

事例番号37
自閉症，知的障害，VOCA，発語困難，コミュニ
ケーション，障害に基づく困難の改善，指導目標の

達成

発語の困難な児童に、発語の代替とし
てビックマックに録音した教師の言葉
を用いて、友達に問いかけることを促

している事例

筑波大学附属久里浜特
別支援学校
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事例番号 Keywords タイトル 機関名

事例番号38
自閉症，知的障害，VOCA，写真カード，発語困
難，コミュニケーション，障害に基づく困難の改

善，指導目標の達成

スーパートーカーを使用して、朝の会
で友達の名前を呼名する実践

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号39
自閉症，知的障害，VOCA，単語カード，課題学

習，マッチング，指導目標の達成
トーキングエイドを使用して、語い学
習の導入に取り組んでいる事例

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号40
自閉症，知的障害，タイムエイド，着替え，障害に

基づく困難の改善，指導目標の達成

キッチンタイマーを使用することで、
時間を意識して着替えに取り組むこと

を目指した実践

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号41
自閉症，知的障害，タイムエイド，給食，障害に基

づく困難の改善，指導目標の達成

タイムタイマーを使用することで、給
食の終了時間に気付くことを目指した

事例

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号42
自閉症，知的障害，携帯電話，コミュニケーショ
ン，主体的活動，給食，障害に基づく困難の改善

携帯電話のメール機能を使用すること
で、要求を伝えるなどのコミュニケー
ションを円滑にすることを目指した事

例

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号43
自閉症，知的障害，儀式・行事，集団場面への参
加，プレゼンテーションソフト，視覚支援，障害に

基づく困難の改善

パワーポイントを活用した儀式的行事
の取組

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号44
自閉症，知的障害，音楽，楽譜，楽器，プレゼン
テーションソフト，視覚支援，障害に基づく困難の

改善，指導目標の達成

パワーポイントを活用した音楽の授業
実践

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号45
知的障害を伴う自閉症，書字，不器用さ，パソコ
ン，文字入力，障害に基づく困難の改善，指導目標

の達成

パソコンでの文字入力の習得を目指し
た取組

筑波大学附属久里浜特
別支援学校

事例番号46
知的障害，自閉症，スイッチ，LLブック，電子絵
本，プレゼンテーションソフト，障害に基づく困難

の改善，指導目標の達成

プレゼンテーションソフトを用いた国
語の授業

大阪府立茨木支援学校

事例番号47
脊髄性筋委縮症，QOL，スイッチ，プレゼンテー
ションソフト，ポジショニング，フィッティング，
障害に基づく困難の改善，指導目標の達成

重度の運動障害のある小学部低学年児
童に対する、身体の動きを生かして生
活を豊かにするための支援機器の工夫

と活用

京都府立城陽養護学校

事例番号48

肢体不自由，食べる，マイスプーン，書く，クリッ
クパレット，コミュニケーション，ユーザー補助機
能，トラックボール，障害に基づく困難の改善，指

導目標の達成

肢体不自由のある子ども達へＩＣＴを
活用した支援

長野県稲荷山養護学校

事例番号49
肢体不自由，知的障害，VOCA, シンボル，健康観
察，障害に基づく困難の改善，指導目標の達成

ＶＯＣＡを用いて、意欲的に朝の会の
進行を行うようになった生徒の姿から

長野県稲荷山養護学校
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特別支援学校におけるアシスティブ・テクノロジー活用ケースブック 
－49 例の活用事例を中心に学ぶ導入，個別の指導計画，そして評価の方法－ 
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